
【鳴門市行政評価】 77なると観光ブランド化推進事業（鳴門公園の世界遺産化に向けて）

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

672 1,472 1,4721,4721,223総事業費 (事業費と事業にかかる人件費の合計)

672 672672

千円

672

0.1 0.1 0.1
人

0.1

(人件費内訳の合計) 672事業にかかる人件費

0.1人件
費

内訳

正規職員(6,721千円/人)

臨時職員等(2,023千円/人)

0国

8000 480 800

0

0 0

0
財源
内訳

0

その他 0 0

一般財源

0

71

地方債

県

0

0 0

0

800

0

0

0

0

551

27年度 単位23年度実績 24年度実績 25年度 26年度

千円

0

0

－

82.4 －

コスト分析

事業費 (財源内訳の合計) 8000 800 800

2 2

26年度目標

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

観光入込客数 －2,151,722

目標達成率(実績/目標)

1,895,609 －

－－ ％

人

単位27年度目標

回2

2

1 実施事業数

25年度目標

2

指標名 23年度実績 24年度実績

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

3

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

24年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
たのか

 ＧＷに淡路サービスエリアにおいて「鳴門海峡を世界遺産に！」を冠した観光キャン
ペーンを実施した。また、世界遺産化に向けた市民の機運醸成を図るため、市地域バ
スにラッピングを行うと同時に、鳴門公園内の土産物店等に幟の設置を行った。
 １０月には、２０～４０代を中心とした若い世代の人に鳴門海峡の素晴らしさを知っても
らうため、鳴門公園内において婚活ウォーキングを実施し、２１０名が参加した。

事業実施手法
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にしたい(目指す)のか

 広域エリアからのさらなる誘客を図るため、鳴門海峡の世界遺産への登録を目指す取
り組みを検討するなど、市内の各観光地のブランド化を推進する。
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平成25年度事務事業評価シート

事務事業名 なると観光ブランド化推進事業（鳴門公園の世界遺産化に向けて）
担当
部署

経済建設部　経済局　観光振興課

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】 77なると観光ブランド化推進事業（鳴門公園の世界遺産化に向けて）

◎平成２５年の実施状況（DO')

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

↓「廃止」・「要改善」・「拡充」の場合は以下の欄に記入してください。

今後の
改革案

実施予定時期

どのように改革するのか

課題

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3

/10 ⑤ 効率性向上の余地はない。

③ 作業手順の改善などによる人件費削減の余地はない。

④ 受益者負担や補助金の割合に問題はない。

理由等所見欄

6
① 事業実施手法は適切である。 世界遺産化を実

現するためには、
多くの課題を解
決することが必要
であり、官民協働
した長期的な取り
組みが必要であ
る。

② 事業費を削減する余地はない。

３.効率性の評価

③ 事業対象は適切である。

④ 成果目標が達成され、市民に具体的に説明できるような効果があがっている。

/10

鳴門公園の世界
遺産化を目指す
ことは、観光資源
のブランド化につ
ながり、鳴門公園
周辺を中心とした
観光入込客数の
増が期待できる。

行政内部の管理上の課題解決に貢献している。

② 事業目標が達成できるような事業内容になっている。

⑤ 現在の事業費で、事業の見直しによる成果向上の余地はない。

法令により実施することが義務づけられている事業である。

② 施策 観光・交流のまちづくり の達成につながる事業である。

廃止した場合に支障が出る。

税金で実施するにふさわしい事業で、市民への説明責任も果たせる。

6
①

市民生活上の課題解決に貢献している。

/10

２.有効性の評価

⑤

 鳴門海峡の世界遺産化について、県外観光客にＰＲすることにより観光ブランド化を図る。
 大阪・三宮～徳島間を走る高速バス３台に「鳴門海峡世界遺産化」の文字をラッピングし、
梅田やなんばなど人が多く集まる場所や関西圏の道路各所において、本取り組みをＰＲす
る。
 世界遺産化を目指している「鳴門海峡」と「四国霊場八十八ヶ所」を回るツアーの企画や旅
行商品造成に対する助成により、本市への誘客とともに観光ブランド化を図る。

理由等所見欄

6

①

④
市民の基本的な生活の維持・確保に必要不可欠な事業である。

行政内部の管理上必要不可欠な事業である。

③

観光資源のブラ
ンド化で観光振
興を図ることによ
り、交流人口が増
加すれば、地域
ににぎわいが生
まれ、地域経済
の活性化にもつ
ながる。

事
務
事
業
の
評
価

１.必要性の評価

【事務事業名：なると観光ブランド化推進事業（鳴門公園の世界遺産化に向けて）】

現在の実施状況

理由等所見欄


